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１ 　 説 明 文

（ １ ） こ の 図 は 、 武 久 川 水 系 武 久 川 の 水 位 周 知 区 間 に つ い て 、 水 防 法 の 規 定 に よ り 浸 水 継 続 時 間 を

　 　 　 表 示 し た 図 面 で す 。

（ ２ ） こ の 浸 水 継 続 時 間 は 、 公 表 時 点 の 武 久 川 の 河 道 の 整 備 状 況 を 勘 案 し て 、 想 定 し 得 る 最 大 規 模

　 　 　 の 降 雨 に 伴 う 洪 水 に よ り 武 久 川 が 氾 濫 し た 場 合 の 浸 水 を シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ り 予 測 し た も

　 　 　 の で す 。

（ ３ ） な お 、 こ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 実 施 に あ た っ て は 、 支 川 の 氾 濫 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 前 提 と

　 　 　 な る 降 雨 を 超 え る 規 模 の 降 雨 ､ 高 潮 及 び 内 水 に よ る 氾 濫 等 を 考 慮 し て い ま せ ん の で ､ こ の 想 定

　 　 　 さ れ る 浸 水 継 続 時 間 が 実 際 の 浸 水 継 続 時 間 と 異 な る 場 合 や ､ 浸 水 継 続 時 間 が 明 示 さ れ て い な い

　 　 　 区 域 に お い て も 浸 水 が 発 生 す る 場 合 が あ り ま す 。

２ 　 基 本 事 項 等

（ １ ） 作 成 主 体 　 　 　 　 　 　 　 　 山 口 県

（ ２ ） 公 表 年 月 日 　 　 　 　 　 　 　 令 和 ２ 年 ６ 月 ９ 日

（ ３ ） 告 示 番 号 　 　 　 　 　 　 　 　 山 口 県 告 示  第 2 0 7 号

（ ４ ） 根 拠 法 令 　 　 　 　 　 　 　 　 水 防 法 （ 昭 和 2 4 年 法 律 第 1 9 3 号 ） 第 1 4 条 第 2 項

（ ５ ） 対 象 と な る 水 位 周 知 河 川 　 武 久 川 水 系 武 久 川

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 実 施 区 間 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 左 岸 : 下 関 市 椋 野 町 ３ 丁 目 ６ ９ ４ 番 地 先 か ら 河 口 ま で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 右 岸 : 下 関 市 椋 野 町 ３ 丁 目 ９ ２ ４ 番 １ ０ 地 先 か ら 河 口 ま で

（ ６ ） 算 出 の 前 提 と な る 降 雨 　 　 武 久 川 流 域 の ６ 時 間 の 総 雨 量 ３ ９ ７ ｍ ｍ

（ ７ ） 関 係 市 町 村 　 　 　 　 　 　 　 下 関 市

（ ８ ） そ の 他 　 　 　 　 　 　 　 　 　 対 象 区 域 を お よ そ ５ ｍ 間 隔 の 格 子 ( 計 算 メ ッ シ ュ ) に 分 割 し て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 計 算 し て い ま す 。
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凡　例
浸水継続時間(浸水深0.5m以上)

12時間未満の区域

12時間～24時間未満の区域

24時間以上の区域

河川等範囲

浸水想定区域作成の
対象となる水位周知河川
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【 こ の 図 面 の 作 成 に 当 た っ て は 、 下 関 市 長 の 承 認 を 得 て 、 同 市 発 行 の 2 , 5 0 0 分 の 1 地 形 図 を 使 用 し た も の で あ る 。 「 測 量 法 に 基 づ く 下 関 市 長 承 認 （ 使 用 ） 下 都 第 1 0 7 2 号 」 】
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